
国
分
「
ま
ず
、
商
品
が
豊
富
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
社

ヒ
ョ
ウ
や
ト
ラ
、
ラ
イ
オ
ン
等
の
ア
ニ
マ
ル
プ
リ
ン
ト
が
伊
太

利
屋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
強
烈
な
個
性
を
イ
メ
ー
ジ
づ
け
し
て
い
る

ゲ
ス
ト
神
戸
店
は
、
昭
和
弱
年
９
月
に
現
在
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

メ
ッ
カ
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
北
野
町
の
、
北
野
坂
と
異
人
館
通

り
が
交
差
す
る
一
等
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
代
官
山
の
本
社
屋
と

同
じ
、
白
い
タ
イ
ル
と
大
き
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
モ
ダ
ン
な
ビ
ル
が

周
囲
の
目
を
魅
い
て
い
る
。
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
が
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な

店
長
の
国
分
つ
る
よ
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

１
国
分
さ
ん
が
伊
太
利
屋
で
働
か
れ
る
装
う
に
な
っ
た
の
は
、

何
か
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
お
あ
り
だ
と
か
。

国
分
「
私
が
日
本
橋
の
三
越
百
貨
店
で
勤
め
て
い
た
時
、
伊
太
利

屋
の
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
た
ん
で
す
。
個
性
的
な
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
で

ひ
と
味
違
う
／
、
と
い
う
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
ん
で
す
。
翌
日
に

ら
れ
る
時
は
〃
何
か
変
わ
っ
た
も
の
が
あ
る
か
な
″
と
思
っ
て
来

，
，
．
．
．
：
．
．
、
今
．
．
：
、
。
：
．
：
．
，
．
，
‘
．
…
．
．
…
’
…
’
ｊ
…
‐
４
“
町
．

》
詞
』
ぬ
」
函
己
乏
●
罰
圃
、
○
罰
目

壬
冒
険
心
を
く
す
ぐ
る

己
個
性
派
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

伊
太
利
屋
ゲ
ス
ト
神
戸
店
を
訪
ね
て

生活スペースとして神戸は最高、
少国分つるよ店長

他
社
で
は
、
あ
ま
り
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
デ
ザ
イ
ン
的

に
は
、
ひ
と
味
違
う
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
で
す
。
繊
細
な
心
遣

い
Ｉ
Ｉ
Ｌ
例
え
ば
見
返
し
に
違
う
色
を
使
っ
た
り
、
ス
テ
ッ
チ
に
ラ

メ
糸
を
使
っ
た
り
ｌ
が
特
徴
で
す
ね
。
柄
と
し
て
は
、
や
は
り

ア
ニ
マ
ル
プ
リ
ン
ト
で
す
。
社
長
が
と
て
も
動
物
好
き
で
、
そ
れ

し
た
時
、
関
西
へ
移
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ゲ
ス
ト
神
戸

店
の
オ
ー
プ
ン
で
神
戸
へ
来
た
ん
で
す
」

ｌ
ｌ
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
保
守
的
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

も
ワ
イ
ル
ド
な
動
物
。
素
材
的
に
は
手
入

う
お
客
さ
ま
に
は
、
ピ
ッ
タ
リ
の
よ
う
で
す
ね
」

プ
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
神
戸
の
女
性
は
、
や
は
り
大
阪
と
か
に

ド
ッ
ク
ス
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
、
例
え
ば
シ
ャ
ネ
ル
ス
ー
ッ
タ
イ

個
性
的
な
伊
太
利
屋
の
フ
ァ
ッ
シ

な
い
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
が
多
い
で
す
。

ン
が
表
面
に
で
て
い
て
、
と
つ
つ
き
に
く
そ
う
で
す
が
、
オ
ー
ソ

伊
太
利
屋
の
商
品
の
特
徴
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

比
べ
る
と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
だ
と
思
い
ま
す
が
、
伊
太
利
屋
に
来

国
分
「
伊
太
利
屋
は
、
ア
ニ
マ
ル
プ
リ
ン
ト
や
個
性
的
な
デ
ザ
イ

鮮
撫

は
社
員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
（
笑
）
も
う
７
年
も
前
の
こ
と
で

す
け
れ
ど
。
東
京
か
ら
大
阪
の
丸
ビ
ル
に
ゲ
ス
ト
大
阪
店
が
誕
生

ら
れ
る
よ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
〃
冒
険
し
て
み
よ
う
か
な
″
と
い

の
日
曜
日
以
外
は
毎
日
新
し
い
商
品
が
入
荷
し
て
い
る
ん
で
す
。
が
休
み

ヨ
ン
は
神
戸
で
い
か
が
で
す
か

伊
太
利
屋
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ

れ
が
楽
で
シ
ワ
に
な
ら

１
１３６
１

鴬
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鏑
癖
鏑

霧 リ
ン
ト
の
開
発
に
取
り
く
む
グ
ル
ー
プ
会
社
が
あ
り
ま
し
て
ね
。

傾
向
と
し
て
神
戸
の
お
客
さ
ま
は
自
然
素
材
を
好
ま
れ
ま
す
ね
。

こ
の
夏
は
麻
が
よ
く
売
れ
ま
し
た
」

１
１
伊
太
利
屋
グ
ル
ー
プ
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

国
分
「
１
９
７
１
年
に
㈱
伊
太
利
屋
が
現
在
の
社
長
、
菊
池
英
雄

に
よ
り
創
業
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
直
営
店
は
全
国
に
理
店
舗
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ス
ト
店
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
服
地
卸
や
デ
ザ
イ
ン

企
画
、
縫
製
が
全
て
別
会
社
で
、
Ｌ
サ
イ
ズ
専
門
や
ブ
ラ
ン
ド
も

７
種
類
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
他
に
自
動
車
の
販
売
や
海
外
旅
行
の

企
画
、
斡
旋
を
す
る
会
社
も
東
京
に
あ
る
ん
で
す
。

伊
太
利
屋
グ
ル
ー
プ
は
、
〃
美
と
夢
と
個
性
を
女
性
に
″
と
い

う
の
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
社
長
自
ら
ス
タ
イ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ん
で
す
」

１
国
分
さ
ん
の
よ
う
に
女
性
も
転
勤
が
あ
る
の
で
す
ね
。

広
い
ウ
イ
ン
ド
ウ
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
映
え
る

螺§

蕊 鱗
鶴
識
鋳
議
識
簿

iｉ

蕊
掴
§ 謡』

、

》
一
＄
…
．
：
癖
嘩
》
》
》
》
需
一

溌
鵜
》
蕊
》
幡
領

鷺蕊 寵
…

鶏
蕊

識iリ
鷺聞

き
§

鴎

琴
舞
雛
露
癖蕊

jｉ

閉鴬

写真は菊池義雄計長。動物が大好きで現在は厩を飼っているという。
手前はワイルドな雰囲気のアニマルプリントＴシャツ。個性的だが意外
と着こなしやすく1 0 代から6 0 代までファンの年齢層は広い。

国
分
「
販
売
は
全
て
女
性
な
ん
で
す
。
釦
歳
前
後
の
独
身
女
性
が

多
い
も
の
で
す
か
ら
、
簡
単
に
飛
ば
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
（
笑
）
で
も

ち
ょ
う
ど
仕
事
が
楽
し
く
な
る
頃
で
す
か
ら
、
や
り
甲
斐
も
あ
り

ま
す
。
神
戸
は
住
む
に
は
本
当
に
良
い
街
で
す
ね
。
こ
の
北
野
町

界
隈
も
大
好
き
で
す
」

ｌ
嬢
後
に
店
長
さ
ん
の
今
後
の
抱
負
を
鐙
開
か
せ
下
さ
い
。

国
分
「
店
が
オ
ー
プ
ン
し
て
す
ぐ
に
、
神
戸
は
ポ
ー
ト
ピ
ァ
剛
に

入
り
ま
し
た
。
や
は
り
人
が
多
か
っ
た
で
す
ね
、
だ
か
ら
今
か
ら

が
本
腰
を
入
れ
て
、
じ
っ
く
り
商
売
を
始
め
る
時
期
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
う
や
く
神
戸
の
お
客
さ
ま
の
こ
と
や
情
況
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
に
は
お
し
ゃ
れ
な
方
が
多
く
て
、
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
神
戸
の
女
性
に
も

っ
と
伊
太
利
屋
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ス
テ
キ
に
着
こ
な
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」
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１３７
１
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｜
●
男
が
装
い
に
こ
だ
わ
る
時
〈
そ
の
２

ＧＥＮｒ〃ＯＵＳＥ

１
１３８
１

唖
・
Ｐ
．
Ｏ
に
合
せ
て
変
化
を
…
…
。

認
自
分
自
身
を
仕
事
が
ら
、
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
て
ぃ
漕
い
日
が
多

い
私
は
、
そ
の
時
の
気
分
、
服
装
、
場
所
に
応
じ
た

メ
ガ
ネ
メ
ガ
ネ
の
お
酒
落
を
楽
し
ん
で
い
る
。
特
に
私
に
と

拝
演
出
す
る
小
道
具
琴
峨
諺
鶏
蕊
愉
鑑
溌

Ｅ

、一

感
じ
で
一
日
の
体
調
が
わ
か
る
ほ
ど
で
あ
る
。

セ
ル
枠
、
金
プ
チ
、
銀
プ
チ
・
…
：
か
ぞ
え
て
み
る

と
サ
ン
グ
ラ
ス
を
含
め
て
岨
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

ら
は
ス
ペ
ア
と
し
て
常
に
車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
、

会
社
の
机
の
中
な
ど
に
置
い
て
お
か
な
い
と
不
安
で

あ
る
。メ

ガ
ネ
は
、
近
視
だ
か
ら
単
に
モ
ノ
が
見
え
れ
ば

良
い
と
い
う
の
も
夢
が
な
さ
す
ぎ
る
と
思
う
。
近
視

を
感
じ
さ
せ
な
い
す
が
す
が
し
さ
、
自
分
同
身
の
個

性
を
演
出
す
る
大
切
な
小
道
具
と
し
て
の
楽
し
み
も

メ
ガ
ネ
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
特
権
だ
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
少
し
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
メ
ガ
ネ
は
そ
の
人
の
セ
ン
ス
、
人
柄
ま
で
を
も
偲

ば
せ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
知
的
に
も
、
冷
淡
に
も
、

あ
る
い
は
笑
い
の
主
人
公
に
も
な
っ
て
、
心
の
奥
ま

で
見
透
か
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
大
き
す
ぎ

て
も
、
小
さ
す
ぎ
て
も
よ
く
な
い
。
ま
た
、
ち
ょ
っ

と
し
た
違
い
で
五
’
六
歳
は
若
く
な
っ
た
り
、
老
け

た
り
も
す
る
。

私
が
選
ぶ
と
き
は
、
ま
ず
セ
ン
ス
の
確
か
な
友
達

に
立
会
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
Ｔ
・
Ｐ
・
○

に
合
わ
せ
て
少
な
く
と
も
三
つ
は
持
っ
て
お
き
た
い

も
の
だ
。

山
崎

や

浩
平
〈
涛
態
タ
ジ
ォ
蜜
ア
ド
リ
ブ
〉

ゼ
ン
ｈ
ハ
ウ
ス
７
Ｆ
・
オ
プ
チ
カ
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
最
新
の
デ
ザ
イ
ン
の
フ

レ
ー
ム
の
中
か
ら
お
気
に
入
り
を
選
ん
で
い
る
、
山
崎
浩
平
さ
ん
（
右
）
と

越
水
マ
ネ
ｒ
ジ
ャ
ー
。

服

蕊鳶鷺
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1３９

男の装い・男の愉しみ

S A N N O M I Ⅷ､ ＫＯＢＥ

〒6 5 o 神戸市中央区三宮町１丁目５番1 6 号
竃078(391)7851
営楽蹄間A H l O : “~凶7 : 0 ０

ｲ ﾝ ダﾗ ﾝ パブ･ ･ ＨＵＢ，i
営妄時I1UAX8:00～剛11:００

シューズライフプラザ
ピツグウオーカー

営栗時問AMlO;00~剛7:(x）

今､ 男たちの間で
話題のフレーム

写真上段／ニキラウダー
￥18,700

写真中段右／ニューアンバサ･ グー
￥20,000

写真中段左／ニコン
￥21,000

写真下段左／口･ - デンストック
￥350100

写真下段右／ポロ（皮劉）
￥29,800

⑨ＧＥＮＴＨＯＵＳＥからのメッセージ

●ゼントハウス７Ｆ＜オプティカルショップ＞
男のトータルファッションの中でミメガネミは大切なポイ
ン卜。単なるメガネではなく、今やミアイウェア意として色
柄やスタイルを楽しみ、自分を主張、演出するミ小道具ごと
して効果的に使いたい。オプティカルショップでは、レイバ
ン、ポルシェ、ニナリッチ、ディオール、ロ…デンストック
メシラーe t c ･ 有名ブランドのニェーデザインを豊富に品揃
え、求めやすい価格で提供しています。高度な専門知識と技
術を持ってお客さまへ適切なアドバイス、アフターケアも万
全です。最新コンピューターによるオートレフラクトメータ
ー（視力調整器）を使った無料視力相談も行なっています。
取扱商品／メガネ、双眼鏡、望遠錠。
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滝えり子

＝

☆
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
。
イ
ン
神
戸

８
月
加
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
前
売
／
大
人
・
２
０
０
０
円

子
供
・
１
０
０
０
円
親
子
２
人
券
・
２

５
０
０
円
親
子
３
人
券
・
３
０
０
０
円

（
財
）
ヤ
マ
ハ
音
楽
振
興
会
の

独
特
の
音
楽
教
育
シ
ス
テ
ム
が

育
て
た
天
才
的
少
年
少
女
音
楽

家
た
ち
ｌ
”
小
さ
な
晋
楽
使

節
″
と
し
て
自
作
自
演
を
し
て

い
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
子

供
た
ち
は
、
欧
米
、
東
南
ア
ジ

ア
各
国
で
国
際
親
善
の
た
め
に

活
躍
。
昨
年
４
月
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
総
会
議
場
で
、

ロ
ス
ト
ロ
ポ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
指
揮

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
交
響
楽
団
と
協

減
と
い
う
桧
舞
台
も
経
験
。

こ
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
子
供
た
ち
の

う
ち
近
畿
地
区
で
活
躍
す
る
８

人
が
集
ま
っ
て
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
イ
ン

神
戸
」
が
開
か
れ
る
。
演
奏
曲

は
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
即
興

曲
減
奏
の
部
で
は
、
会
場
か
ら

そ
の
場
で
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
即
興
で
数
分
の
曲
を
作

り
上
げ
る
と
い
う
趣
向
。

出
演
／
松
本
ゆ
う
（
小
６
、
ピ
ア
ノ
）
越

田
早
絵
子
（
小
６
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
）

岩
内
佐
織
（
中
１
、
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン
）
、
近
藤
良
平
（
中
１
、
ピ
ア
ノ
）
本

鼠
音

楽

ｕｇｇ２

’
4０
１

出
演
／
滝
え
り
子
十
森
宏
４
（
ア
ル
バ
ト

ロ
ス
）
馬
詰
範
晃
と
ザ
・
ス
ク
ラ
ッ
チ

（
ク
ロ
ス
）
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
（
パ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
）
オ
ー
ル
・
グ
ッ
ド
メ
ン

（
グ
ッ
ド
マ
ン
）
サ
テ
ン
ド
ー
ル
・
ユ

ニ
ッ
ト
（
サ
テ
ン
ド
ー
ル
）
安
藤
義
則

と
ソ
ウ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ッ
蛇
（
サ
ン
ト
ノ
ー

レ
）
デ
ィ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
（
デ
ィ
ッ
プ

ス
）
鍋
島
ト
リ
オ
（
花
屋
敵
）
チ
ャ

ー
リ
ー
＆
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
（
チ
ャ
ー
リ
ー

ズ
）
ソ
ネ
・
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
。

家
規
代
（
中
ｉ
、
ピ
ア
ノ
）
、
岩
永
恵
美

（
中
３
、
ピ
ア
ノ
）
、
山
下
美
香
（
中
３
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
）
、
西
村
由
紀
江
（
中
３
、

ピ
ア
ノ
）

☆
第
１
回
ポ
ー
ト
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

９
月
四
日
（
祝
）
３
時
１
９
時
神
戸
文

化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
２
５
０
０
円
Ａ
・

２
０
０
０
円
Ｂ
・
１
５
０
０
円

神
戸
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
活

躍
す
る
ジ
ャ
ズ
メ
ン
が
大
集
合

し
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
神

戸
は
ジ
ャ
ズ
発
祥
の
地
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
数

多
く
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
レ
ベ

ル
の
高
い
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
全
国
各
地

で
の
大
き
な
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
な
ど
の
出
演
機
会
も
少

な
く
、
そ
れ
で
は
と
、
神
戸
の

ジ
ャ
ズ
メ
ン
の
そ
の
実
力
を
披

露
し
よ
う
と
企
画
。
各
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
の
協
力
を
得
て
岨
バ
ン

ド
が
出
演
す
る
。

簾

バ
ン
ド
（
ソ
ネ
）
ピ
・
パ
ッ
プ
・
ク
ル

ー
エ
ル
（
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
）
藤
井
貞
泰

３
（
ヒ
ッ
プ
シ
テ
ィ
）

☆
第
弱
回
あ
じ
さ
い
音
楽
会

井
上
直
幸

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

９
月
犯
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
２
５
０
０
円
Ｂ
，
２
０
０

０
円
Ｃ
・
１
５
０
０
円

話
題
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
特
徴

あ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ま
た
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
一
断
面
に
焦
点
を
あ井上

雲

一
寄
席

一
国
》

て
よ
う
と
始
ま
っ
た
「
日
本
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
」
シ
リ
ー
ズ
第
２

弾
。
第
一
回
の
鞍
井
博
子
ピ
ア

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
に
引
き
続
い
て

今
回
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
〃
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
〃
・

井
上
直
幸
は
、
桐
朋
学
園
短

大
卒
業
後
、
渡
独
。
岨
年
間
の

ド
イ
ツ
で
の
活
動
を
経
て
昭
和

風
年
帰
国
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

番
組
〃
ピ
ア
ノ
の
お
け
い
こ
〃

の
先
生
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
現
在
武
庫
川
女
子
大
学
教

授
、
桐
朋
学
園
講
師
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ソ
ナ
タ
変
ホ
長
調
Ｋ
２
８

２
、
ソ
ナ
タ
へ
長
調
Ｋ
３
３
２
、
幻
想
曲

イ
短
調
Ｋ
３
９
７
、
ソ
ナ
タ
イ
短
調
Ｋ
３

３
１
「
ト
ル
コ
行
進
曲
付
」

☆
日
本
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
第
３
回

は
、
村
上
弦
一
郎
（
田
原
祥
一
郎
と
ジ
ａ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
）
の
予
定

ご
鳶

☆
女
性
客
に
も
絶
対
の
人
気

池
田
満
寿
夫
版
画
展

直幸

出
演
／
古
今
亭
志
ん
朝
、
笑
福
亭
松
鶴
、

柳
家
小
さ
ん
、
桂
米
朝
、
桂
春
団
治
、
桂

小
文
枝
、
柳
家
小
三
治
、
桂
き
ん
枝
（
幻

日
昼
）
月
亭
八
方
（
麺
日
夜
）
笑
福
亭
松

葉
（
理
日
）

☆
第
九
回
東
西
落
語
名
人
選

８
月
迦
日
（
土
）
①
１
時
②
５
時
半

聖
日
（
日
）
１
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

一
階
席
・
２
８
０
０
円
二
階
席
・
２
３

０
０
円
学
生
・
１
６
０
０
円

恒
例
の
東
西
の
落
語
界
の
顔

見
世
で
、
今
年
で
９
回
目
を
迎

え
る
。
一
度
に
こ
れ
だ
け
の
顔

ぶ
れ
が
揃
う
の
は
珍
ら
し
い
こ

と
で
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
常
連
客
も
劣
一
く
、
定
着
し
た

催
し
と
な
っ
て
い
る
。
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☆
国
立
モ
ス
ク
ワ
児
童
音
楽
劇
場

バ
レ
エ
「
お
だ
ん
こ
バ
ン
」
ほ
か

、
日
（
火
）
①
２
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
民
音
／
会
員
大
人
・
２

５
０
０
門
（
一
般
・
２
８
０
０
円
）

小
人
・
１
６
０
０
円
（
１
９
０
０
円
）

☆
劇
団
神
戸
ド
ラ
マ
ス
ク
ｉ
ル

「
ド
ン
グ
リ
の
歌
詩
」

蛎
日
（
日
）
６
時
県
民
小
劇
場

８
０
０
円

☆
青
年
劇
場
「
青
春
の
砦
」

記
日
（
木
）
Ｉ
鎚
日
（
土
）
６
時
鵡
分

文
学
、
写
真
、
映
画
へ
と
本

業
の
版
画
以
外
に
も
多
彩
な
才

能
を
発
揮
す
る
池
川
満
寿
夫
の

版
画
展
。

「
皿
世
紀
へ
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

／
池
田
満
寿
夫
展
」
と
題
し
て

リ
ト
グ
ラ
フ
、
銅
版
画
な
ど
、

池
田
満
寿
夫
坊
年
の
歩
み
か
ら

代
表
作
２
２
５
点
を
集
め
て
開

か
れ
る
。

ル
２
５
０
０
咽
岬

☆
中
村
雅
俊

趣
Ｈ
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
３
０
０
０
円
Ａ
・
２
８
０
０
円

☆
第
５
回
全
日
本
お
か
あ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会

浬
日
（
日
）
、
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
－
５
０
０
円

★
小
倉
直
子

塑
日
（
火
）
７
時
宝
塚
ベ
ガ
ホ
ー
ル

２
０
０
０
，
画

☆
中
原
理
恵

誕
側
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
２
７
０
０
円
一
般
．

３
０
０
０
円

★
第
２
回
関
西
ア
マ
チ
ュ
ア
・

ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

８
日
（
日
）
１
時
神
戸
国
際
会
議
場

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
ー
２
０
０
円

ゲ
ス
ト
／
北
野
タ
ダ
オ
と
ア
ロ
ー
・
ジ

ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

☆
デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ

８
日
（
日
）
３
時
１
６
時
ア
ル
バ
ト

ロ
ス
５
０
０
０
円
（
飲
み
放
胆
）

出
演
／
伊
藤
隆
文
と
デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン

ド
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ズ
滝
え
り
子

☆
ジ
ュ
ー
ー
ア
・
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
，
イ
ン
神
戸

、
側
爺
◇
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
大
人
・
２
４
０
０
円
（
前
売
．

２
０
０
０
円
）
中
学
生
以
下
・
１
２
０

０
円
（
１
０
０
０
円
）

☆
神
戸
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団

、
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
－
０
０
０
円

★
ア
イ
・
ジ
ョ
ー
ジ

面
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
２
７
０
０
円
一
般
．

３
０
０
０
円

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
窟

Ⅳ
日
（
火
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

園
青
※

池田満寿夫

☆
愛
読
者
釦
名
様
を
ご
招
待

招
待
券
と
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
、

氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
の
う
え
、
神

戸
っ
子
編
集
室
「
池
川
満
寿
夫
」
係
ま
で

●
瓜
講
演

★
平
生
記
念
館
で
開
講

甲
南
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

甲
南
学
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
が
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
を
目
指
す
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
「
甲
南
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
」
を
開
講
す
る
。

各
テ
ー
マ
ご
と
に
、
週
１
回

環
：

☆
第
２
回
ア
ニ
メ
フ
ィ
ル
ム
マ
ラ
ソ
ン

ｎ
日
（
水
）
午
前
９
時
大
阪
サ
ン
ケ

イ
ホ
ー
ル
前
売
・
１
２
０
０
円
当

日
・
１
５
０
０
円
ゲ
ス
ト
／
り
ん
た

ろ
う
、
神
谷
明
、
小
山
栄
美
、
尾
形
英

夫
上
映
作
品
／
さ
よ
な
ら
銀
河
鉄
道

９
９
９
ガ
ン
ダ
ム
Ⅱ
ほ
か
、
作
品

☆
平
和
の
た
め
の
映
画
祭

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
「
夜
霧
」

哩
日
（
金
）
①
１
時
半
②
４
時
③

６
時
半
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
４
９

★
市
民
映
画
劇
場

「
ト
リ
フ
ォ
ー
の
思
春
期
」

配
日
采
）
諏
日
（
念
６
時
半

墾
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
４
９
９
円

忽
。
．

☆
県
立
近
代
美
術
館

県
展
（
７
部
門
公
募
入
賞
作
品
展
）

７
／
鯉
１
８
／
躯

盆
：

ず
つ
皿
回
前
後
で
完
結
す
る
よ

う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
お

り
、
第
１
弾
の
講
座
「
知
っ
て

お
く
と
得
を
し
ま
す
」
は
、
９
月

虹
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
八
家
庭

と
法
律
Ｖ
八
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

話
Ｖ
八
住
い
の
イ
ン
テ
リ
ア
Ｖ

な
ど
が
各
回
の
テ
ー
マ
。
ま
た

９
月
躯
日
ス
タ
ー
ト
の
「
レ
ッ

ッ
・
チ
ャ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
」
で

は
大
場
ケ
イ
子
さ
ん
を
講
師
に

八
や
せ
る
理
論
Ｖ
八
メ
イ
ク
で

変
化
を
Ｖ
八
や
せ
る
＆
し
わ
と

り
Ｖ
な
ど
実
技
を
交
え
て
講
座

１
１４１
１

”
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
労
演
／
会
員
・
２
０
０
０
円

森
三
平
太
、
中
津
川
術
、
後
藤
陽
吉

★
エ
ン
バ
中
国
近
代
美
術
館

卵
胎
の
す
べ
て
６
／
２
１
８
／
調

☆
そ
ご
う
美
術
画
廊

魅
惑
の
洋
画
小
品
展
７
／
四
１
８
／
４

寺
田
竜
左
右
展
８
／
塑
１
８
／
塑

日
本
の
武
具
骨
董
展
８
／
皿
１
８
／
弱

全
国
創
作
こ
け
し
作
家
展

８
／
”
１
９
／
１

☆
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
）

新
自
然
展
８
／
３
１
８
／
猫

本
橋
富
夫
・
鈴
木
天
保
日
本
画
二
人
展

８
／
Ⅳ
１
８
／
釦

☆
大
丸
美
術
画
廊

兵
庫
の
陶
芸
選
抜
展
８
／
４
１
８
／
、

鈴
木
政
抑
洋
画
展
８
／
狸
１
８
／
お

北
京
の
巨
匠
と
新
鋭
現
代
中
国
絵
画
歴

８
／
蝉
１
８
／
型

期
末
の
絵
画
工
芸
即
売
会

８
／
妬
１
８
／
詔

☆
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
蝿
回
廊
墨
会
展
８
／
”
１
９
／
Ｊ

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ド
・
ラ
・
ペ

南
和
好
「
女
の
イ
メ
ー
ジ
展
」

８
／
１
１
８
／
８

★
住
吉
倶
楽
部

田
島
征
三
版
画
と
絵
本
展

７
／
型
１
８
／
８

寄
神
宗
美
暮
ら
し
の
器
展

８
／
虹
１
８
／
鋼

が
す
す
め
ら
れ
る
予
定
。
皿
月

１
日
か
ら
始
ま
る
シ
リ
ー
ズ

「
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
を
豊
か
に
」

で
は
、
体
操
の
竹
腰
美
代
子
さ

ん
や
甲
南
大
学
の
増
田
光
吉
さ

ん
ら
に
よ
っ
て
、
八
家
族
の
将

来
像
Ｖ
八
若
さ
を
保
つ
健
康

法
Ｖ
な
ど
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
。
受
講
者
は
岡
本
、
本
山

御
影
な
ど
の
地
域
の
主
婦
層
が

中
心
と
な
る
が
、
特
に
入
会
の

資
格
は
限
定
し
て
い
な
い
。

問
い
合
せ
／
東
灘
区
住
吉
町
新
堂
弱
１
１

平
生
記
念
館
内
「
甲
南
学
園
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
富
８
５
４
１
１
６
０
５
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む
ふ

六
月
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
こ
れ
は
十
回
目
以
上
の
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
見
物
に
な
る
が
年
ご
と
に
（
ジ
ャ
パ
ン
）
が
き
わ
だ
っ
て
き

た
。
つ
ま
り
目
だ
っ
て
き
た
。

タ
イ
ム
ズ
の
目
抜
き
、
そ
の
ブ
ロ
ー
ド
ゥ
ェ
イ
の
ど
ま
ん
な
か

の
大
広
告
の
数
点
が
日
本
品
の
日
本
の
ネ
オ
ン
看
板
。

ソ
ニ
ー
、
ト
ー
シ
バ
、
セ
イ
コ
ー
、
リ
コ
ー
ま
だ
も
つ
と
。
＋

年
ま
え
あ
の
キ
ャ
メ
ル
・
タ
バ
コ
の
広
告
が
見
上
げ
る
大
看
板
の

上
か
ら
ポ
カ
リ
ポ
カ
リ
と
け
む
り
の
輪
を
吹
き
だ
し
て
い
た
あ
そ

こ
も
今
は
日
本
品
の
看
板
が
の
っ
と
っ
て
い
た
。

か
え
り
の
ジ
ャ
ル
の
中
で
隣
り
組
み
と
な
っ
た
ソ
ニ
ー
の
重
役

に
そ
れ
を
話
す
と
『
あ
れ
は
す
こ
し
ゆ
き
す
ぎ
で
す
な
あ
』
と
苦

笑
さ
れ
て
い
た
。

も
っ
と
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
も
う
数
年
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
全
裸

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
話
題
の
「
オ
ー
ノ
カ
ル
カ
ッ
タ
」
の
大
看
板

が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
目
抜
き
大
通
り
の
見
上
げ
る
ピ
ル
の
上
に

か
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
看
板
の
横
文
字
の
下
に
ワ
ン
ダ
フ

ル
と
か
セ
ク
シ
ィ
の
と
こ
ろ
に
は
か
ん
ぜ
ん
と
大
き
な
日
本
の
カ

タ
カ
ナ
文
字
で
（
ス
バ
ラ
シ
イ
デ
ス
）
と
か
（
セ
ク
シ
イ
デ
ス
）
と

か
と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
お
ど
ろ
い
た
。
大
き
な
日

本
字
。

×

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
四
本
と
映
画
を
二
十
二
本
見
て
き
た
の
だ
が

ま
だ
見
る
べ
き
も
の
が
多
す
ぎ
る
と
こ
ろ
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魅

力
が
あ
る
。
よ
う
す
る
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
演
劇
映
画
バ
レ
エ
音

楽
美
術
あ
ら
ゆ
る
そ
の
方
面
の
（
教
室
）
の
こ
と
を
、
今
さ
ら
に
、

あ
ら
た
め
て
知
っ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

’
144

六
月
六
日
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
じ
ゅ
う
が
そ
わ
そ
わ
し
た
。
そ
の

晩
の
九
時
に
ト
ニ
ー
賞
が
発
表
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ト
ニ
ー
賞

と
陸
聴
刷
の
、
つ
ま
り
映
画
の
あ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
、
同
じ
も

の
。日

雁
日
だ
っ
た
の
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
ジ
メ
ッ
ト
氏
夫
妻

の
家
に
招
か
れ
て
い
た
の
だ
が
夫
妻
は
私
の
顔
を
見
る
な
り
今
夜

の
九
時
の
テ
レ
ビ
の
ト
ニ
ー
賞
の
こ
と
を
気
ぜ
わ
し
く
注
意
し
て

く
れ
た
。
ふ
つ
う
の
会
社
の
重
役
が
（
演
劇
）
と
な
る
と
こ
れ
ほ

き
ど
気
を
入
れ
て
い
る
と
｝
」
ろ
が
御
立
派
だ
。

そ
の
ト
ニ
ー
賞
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
「
ナ
イ
ン
」
。
芝
居
で

は
「
ニ
コ
ラ
ス
。
ニ
ク
ル
ビ
ー
の
生
涯
と
冒
険
」
が
、
と
も
に
作

品
賞
を
取
っ
た
。

×

私
は
す
で
に
そ
の
「
ナ
イ
ン
」
の
切
符
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
ゆ

く
な
り
入
手
し
て
い
た
の
で
ホ
ッ
と
し
た
。
発
表
あ
と
で
は
秋
ま

で
切
符
は
買
え
ま
い
。

六
月
九
日
こ
れ
を
見
た
。
私
が
「
ナ
イ
ン
」
に
初
め
っ
か
ら
と

び
つ
い
た
の
は
こ
れ
は
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
「
錨
」
（
一
九
六
三
）
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
。
し
か
も
フ
ェ
リ
ー
一
一
に
ダ
メ
押
し
さ
れ
た
か

フ
ェ
リ
ー
ニ
の
フ
ェ
の
字
も
、
そ
し
て
ニ
ー
ノ
・
ロ
ー
ダ
の
音
楽

も
使
わ
な
い
。
こ
う
な
る
と
い
か
に
し
て
フ
ェ
リ
ー
一
一
の
「
鑑
」

を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
し
う
る
か
、
ま
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
人
種
が

「
ナ
イ
ン
」
を
「
錨
」
の
つ
な
ぎ
意
味
と
知
る
や
い
な
や
。
第
一

に
フ
ェ
リ
ー
ニ
を
ど
こ
ま
で
知
る
や
い
な
や
。

そ
う
心
は
ず
ま
せ
て
『
四
十
六
丁
目
劇
場
』
に
駆
け
つ
け
た
の

だ
が
二
幕
の
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
す
ご
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
こ

ら
っ
し
ゅ
●
ば
つ
く
⑧
》

。
ス
ケ
ッ
チ
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く
羽
お
と
を
立
て
い
っ
せ
い
に
舞
台
に
と
び
下
り
て
、
あ
た
か
も

開
い
た
花
が
も
と
に
お
さ
ま
る
か
の
ど
と
き
こ
の
生
き
た
白
鳩
の

羽
お
と
と
舞
台
め
が
け
て
馳
け
下
り
た
こ
の
カ
ー
テ
ン
・
コ
ー
ル

の
演
出
ま
で
、
「
ナ
イ
ン
」
は
ま
さ
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
美
術
。
も

う
こ
れ
で
紙
数
が
つ
き
た
。
残
念
、
も
っ
と
次
号
で
話
し
た
い
。

子
。
中
央
前
面
が
グ
ィ
ド
ゥ
。
こ
の
（
彼
）
を
見
つ
め
る
二
十
一

名
の
（
女
）
（
女
）
（
女
）
（
女
）
彼
女
た
ち
は
す
べ
て
黒
い
ド
レ

ス
。
黒
い
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
。
黒
の
靴
。
そ
の
（
女
）
の
中
に
は
ゲ

ィ
ド
ゥ
の
妻
も
グ
イ
ド
ゥ
の
母
も
い
る
。
監
督
の
一
瞬
の
思
い
州

こ
の
、
映
画
が
完
成
し
な

く
て
い
ら
い
ら
し
て
い
る
監
督
を
と
り
ま
く
二
十
一
名
の
女
が
登

場
し
て
の
ほ
と
ん
ど
歌
と
ポ
ー
ズ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
の
だ
が
そ

の
舞
台
セ
ッ
ト
が
ま
た
す
ば
ら
し
い
。

全
景
、
ま
っ
し
ろ
の
タ
イ
ル
張
り
に
白
タ
イ
ル
の
二
十
一
の
椅

れ
は
か
つ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
見
た
「
ジ
ー
ザ
ズ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
・

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
」
い
ら
い
の
感
激
で
あ
っ
た
。
登
場
人
物
の
名

も
（
グ
ィ
ド
ゥ
）
（
ル
イ
ザ
）
（
カ
ル
ラ
）
（
サ
ラ
ギ
ィ
ー
ナ
）
な
ど
と

「
鐙
」
そ
の
ま
ま
の
登
場
者
の
名
で
登
場
し
、
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ

ス
ト
ロ
ャ
ン
ニ
の
扮
し
た
主
人
公
の
映
画
監
督
を
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
は
ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
リ
ア
が
演
じ
、

ノ

ノ

リ
ー
ノ
カ

い
る
。
監
督
の
一
瞬
の
思
い
出

の
歌
の
と
こ
ろ
で
は
六
歳
く
ら

い
の
少
年
が
サ
ッ
と
グ
ィ
ド
ゥ

の
う
し
ろ
か
ら
と
び
出
し
て
円

を
描
い
て
駆
け
走
る
。
そ
し
て

ま
た
監
督
の
う
し
ろ
に
姿
を
か

く
す
。
と
に
か
く
こ
の
（
女
）

（
女
）
（
女
）
の
自
己
紹
介
の

け
ん
ら
ん
さ
。
ヴ
ォ
ー
グ
誌
二

十
一
頁
の
ア
Ｉ
卜
写
真
を
い
き

を
止
め
て
め
く
っ
て
ゆ
く
美
し

さ
。
こ
れ
が
二
幕
目
と
な
る
と

同
じ
舞
台
に
、
こ
ん
ど
は
全
員
、

ホ
ワ
イ
ト

同
じ
衣
裳
が
、
す
べ
て
（
白
）

に
か
わ
り
、
い
う
な
ら
ば
こ
の

舞
台
の
美
し
さ
は
イ
タ
リ
ア
の

太
陽
を
吸
い
こ
ん
だ
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
が
パ
リ
の
三
日
月
の
光
を

染
め
、
こ
れ
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
輝
き
き
ら
め
い
た
と
い
う
感

じ
で
あ
っ
た
。

純
白
の
舞
台
そ
の
終
幕
に
送

る
観
客
総
立
ち
の
拍
手
。
数
回

ｌ
ル
。
つ
い
に
そ
の
カ
ー
テ
ン

で
お
し
ま
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

純
白
の
鳩
が
白
い
花
火
の
ご
と

１
１４５
１

：
…
・
二
階
の
天
井
か
ら

？

の
カ
ー
テ
ン
・

・
コ
ー
ル
Ｊ
も
こ

三
十
羽
の
純
白

トニー賞を受賞した「ナイン」のポスタ

画Ｉ
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八
８
Ｖ
水
虫
模
様

先
達
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
「
教
育
テ
レ

ビ
に
ご
出
演
願
え
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な

ん
で
も
、
今
年
か
ら
の
新
番
組
で
健
康
に
関
す
る
番
組
で

「
ご
夫
婦
で
ご
出
演
願
い
た
い
の
で
す
が
、
ご
協
力
願
え

る
で
し
ょ
う
か
…
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
阪
の
教
育
番

組
に
は
一
度
出
演
し
た
事
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
漫
画
に

関
し
て
の
ゲ
ス
ト
出
演
だ
っ
た
の
だ
が
、
職
業
以
外
の
、

健
康
の
問
題
に
な
る
と
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
：
．

と
、
受
話
器
を
持
っ
た
ま
ま
あ
れ
こ
れ
と
考
え
た
。
こ
れ

と
言
っ
て
大
病
を
し
た
こ
と
も
な
い
し
、
現
在
も
こ
れ
と

い
っ
た
悪
い
と
こ
ろ
も
な
い
の
だ
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

あ
ま
り
強
く
も
な
い
の
に
毎
晩
飲
み
歩
き
、
や
や
も
す
る

と
破
滅
型
に
も
な
り
か
ね
な
い
生
活
だ
か
ら
、
胃
潰
揚
か
、

肝
臓
、
も
し
く
は
、
タ
バ
コ
を
一
日
何
箱
も
喫
っ
て
い
る

の
で
、
肺
ガ
ン
の
話
の
相
手
な
の
か
、
な
ど
、
勝
手
に
想

像
し
て
い
た
の
だ
が
、
何
に
し
て
も
、
東
京
か
ら
の
長
距

轍ｆＭ
ｄＪｒ

離
電
話
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
申
し
出
と
あ
ら
ば
、
断
る
理
由
な
ど

あ
る
筈
も
な
い
。
が
、
医
者
で
も
な
い
私
が
、
健
康
の
こ

と
な
ど
話
せ
る
筈
も
な
い
、
と
、
い
ぶ
か
し
げ
に
「
ど
う

い
う
事
を
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
た
ら
、
「
実

は
先
生
の
ご
本
（
海
軍
め
し
た
き
物
語
と
同
総
決
算
）
の

文
中
に
海
軍
の
水
虫
の
話
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
…
」
と
、
切

り
出
し
た
。
話
は
、
内
臓
か
ら
、
ズ
ッ
と
下
っ
て
水
虫
だ

っ
た
の
だ
。
考
え
て
み
る
と
、
名
も
な
い
私
が
、
神
戸
で

飲
ん
で
歩
い
て
い
る
こ
と
な
ど
、
東
京
で
知
っ
て
い
る
筈

も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
文
中
の
話
と
い
う
の
は
、

「
海
軍
で
水
虫
を
持
た
な
い
縞
麗
な
足
を
し
て
い
る
者
を

見
た
ら
奇
異
な
感
じ
が
し
た
事
、
と
、
執
鋤
な
帝
国
海
軍

の
水
虫
は
主
人
が
敗
け
て
い
る
の
も
知
ら
ず
い
ま
だ
に
抵

抗
を
続
け
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
文
章
で
あ
っ

た
。電

話
で
初
め
て
聞
く
番
組
の
タ
イ
ト
ル
が
聞
き
取
り
難

か
っ
た
の
だ
が
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

放
送
さ
れ
る
「
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、

１
１４６
１

れ
ん
さ
い
漫
画
エ
ッ
セ
ィ
ノ
高
橋
孟
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１
１４７
１

／

験１
１
１
１
４
＃
１
１
→
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｆ
ｌ
ｆ
Ｉ
１
１
ト
ー
０
０
１
１
１
０

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
東
京
は
渋
谷
駅
に
降
り
立
ち
、
用

意
さ
れ
た
ホ
テ
ル
に
一
泊
、
翌
日
本
番
と
い
う
段
取
り
な

の
だ
が
、
私
の
方
は
本
番
（
録
画
）
に
備
え
て
ホ
テ
ル
で

の
〃
水
虫
マ
ン
ガ
〃
の
製
作
と
、
打
合
せ
を
兼
ね
て
の
会

食
と
い
う
、
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
帝
国

海
軍
の
水
虫
は
丁
重
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

出
演
は
、
帝
京
大
学
教
授
の
高
橋
久
さ
ん
（
水
虫
の
研

究
家
）
、
司
会
は
井
上
昌
己
ア
ナ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
高
橋

達
子
さ
ん
、
出
演
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
高
橋
姓
が
三
人
と

い
う
偶
然
も
あ
っ
て
親
近
感
が
出
て
き
て
、
な
ご
や
か
な

ス
タ
ジ
オ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

水
虫
の
正
体
は
白
癖
菌
と
い
う
カ
ビ
な
の
だ
が
、
イ
ン

キ
ン
も
田
虫
も
同
じ
菌
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
り
、
ゴ
ミ

の
中
に
も
菌
が
生
き
て
い
る
事
に
驚
い
た
り
、
で
、
大
変

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
ｉ
《
勉
強
に
な
っ
た
。

一
か
く
し
て
、
海
軍
の
水
虫
の
話
で
、
不

礼

一
潔
の
代
表
選
手
と
な
っ
た
感
じ
な
の
だ

敬に

一
が
、
私
の
水
虫
は
そ
れ
程
ひ
ど
い
も
の
で

虫水

一
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
番
組
が

一
放
映
さ
れ
る
や
い
な
や
、
各
地
か
ら
お
電

一
話
や
お
手
紙
を
戴
い
て
、
こ
れ
又
、
驚
い

一
た
。
栃
木
県
の
佐
久
間
氏
か
ら
は
「
水
虫

一
で
難
渋
な
さ
っ
て
い
る
由
、
手
許
に
秘
薬

一
が
あ
る
の
で
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
」
と

一
大
き
な
封
筒
が
届
い
た
の
で
あ
る
。
お
蔭

一
で
今
年
の
夏
は
終
戦
三
十
六
年
振
り
で
帝

一
国
海
軍
水
虫
も
〃
終
戦
″
し
て
く
れ
る
も

一
の
と
思
う
と
同
時
に
、
夫
婦
を
旅
行
さ
せ

一
て
く
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
水
虫
に
感
謝
す
る
も

一
の
で
あ
る
。

夫
婦
で
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
持
た
せ
る
趣
向
の
も
の
だ
っ

た
。
水
虫
は
昔
軍
隊
い
ま
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
わ
れ
る

程
持
病
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
か
さ

れ
る
と
、
表
面
に
は
出
さ
な
い
が
、
み
ん
な
密
か
に
悩
ん

で
い
る
こ
と
を
知
り
「
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
参
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
折
悪
し
く
女
房
の
方
が
血

圧
が
高
く
、
体
調
が
優
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
「
奥
さ
ん
は

座
っ
て
い
て
下
さ
れ
ば
よ
い
の
で
す
」
と
い
う
大
野
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
言
葉
を
真
に
う
け
て
、
夫
婦
は
新
幹
線
の

車
中
の
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

恥
ず
か
し
い
話
だ
が
、
結
婚
以
来
、
夫
婦
揃
っ
て
旅
を

し
た
事
の
な
い
女
房
は
、
初
め
て
乗
る
新
幹
線
の
車
窓
の

景
色
を
物
珍
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
女
房
に
し

た
ら
テ
レ
ビ
出
演
よ
り
新
幹
線
の
方
が
楽
し
か
っ
た
よ
う
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－…ー

１
１４８
１

★
神
戸
市
立
博
物
館
開
館
記
念

に
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
」

い
よ
い
よ
ｎ
月
３
日
か
ら
オ

ー
プ
ン
す
る
神
戸
市
立
博
物
館

の
開
館
記
念
展
の
展
示
内
容
が

公
表
さ
れ
、
市
民
の
注
目
を
あ

び
て
い
る
。
同
館
の
テ
ー
マ
「
国

際
文
化
交
流
、
東
西
の
文
化
の

接
触
と
変
容
」
に
ふ
さ
わ
し
い

展
覧
会
。
展
示
は
オ
ラ
ン
ダ
美

術
品
を
中
心
と
す
る
約
伽
点
に

の
ぼ
り
、
大
航
海
時
代
の
全
貌

が
一
挙
に
展
望
で
き
る
。
な
か

で
も
、
日
本
初
公
開
の
オ
ラ
ン

ど
う
ら
ゆ
・
鼎

諏
窪
涯
秘
蔵
の
家
具
「
道
中
図

蒔
絵
箪
笥
」
は
、
Ⅳ
世
紀
頃
京

都
で
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

漆
器
の
最
高
級
品
。
箪
笥
側
面

に
は
長
崎
の
出
島
の
佑
倣
図

が
、
扉
に
は
江
戸
に
向
か
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
道
中
図
が
描

い
る
が
、
一
般
か
ら
も
募
集
、

国
籍
、
年
齢
、
性
別
な
ど
は
一

切
不
問
。

旗
上
げ
公
演
は
９
月
１
日
、

夕
６
時
、
２
日
午
後
１
時
と
６

時
の
３
回
。
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

於
。
出
し
物
は
、
「
菅
原
伝
授

手
習
鑑
」
か
ら
寺
子
屋
、
「
与

話
情
浮
名
横
櫛
」
か
ら
源
氏
店

（
げ
ん
や
だ
な
）
。

☆
足
立
巻
一
さ
ん
、
日
本
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞
受
賞

昭
和
印
年
「
や
ち
ま
た
」
に

よ
り
、
第
加
回
芸
術
選
奨
文
部

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
足
立
巻
一

さ
ん
が
、
本
年
「
虹
滅
記
」
に

よ
っ
て
、
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
。
著
書
「
虹

滅
記
」
は
、
足
立
さ
ん
の
加
年

が
か
り
の
〃
自
分
史
〃
。
昭
和

妃
年
鉦
歳
で
無
名
の
足
立
さ
ん

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

道中図蒔絵箪笥

か
れ
て
い
る
。
海
揚
り
の
輸
出

磁
器
「
染
付
芙
容
花
鳥
文
兜
鉢
」

は
明
朝
末
期
の
景
徳
鎮
、
明
代

に
ベ
ト
ナ
ム
で
焼
造
さ
れ
倣
製

品
中
の
名
品
「
安
南
色
絵
雲
鳳

風
文
皿
」
。
盛
期
の
古
伊
万
里

様
式
を
伝
え
る
古
格
溢
れ
るじよん

「
色
絵
金
彩
梅
鶴
文
髭
皿
」
祥

ず
い
で
瑞
手
、
「
染
付
紅
毛
人
格
子
文

向
付
」
独
の
マ
イ
セ
ン
窯
「
色

絵
柿
右
衛
門
写
し
窪
割
図
八
角

皿
」
等
や
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
友

人
像
を
朕
入
し
た
漆
芸
「
黒
漆

螺
釧
人
物
像
盆
子
」
、
ヘ
ー
ム

の
油
彩
画
「
食
卓
の
静
物
」
は
、

明
代
染
付
磁
器
皿
が
描
か
れ
た

泰
西
名
画
。
同
時
公
開
の
南
蛮

・
紅
毛
美
術
品
の
数
々
も
見
も

の
。☆

国
際
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎

海
野
さ
ん
、
旗
上
げ
公
演
／
、

〃
青
い
目
の
歌
舞
伎
″
と
し

て
今
年
ｎ
歳
に
な
る
「
カ
ナ
デ

ィ
ア
ン
歌
舞
伎
」
が
「
国
際
ジ

ャ
パ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎
」
と
改
名
、

カ
ナ
デ
ィ
ァ
ン
歌
舞
伎
の
生
み

の
親
で
あ
る
「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン - ＝司乞塑一

都
心
と
し
た

程
Ｏ
Ｂ
、
在

野
校
生
を
母

海
体
と
し
て

蕊蕊 職
ア
カ
デ
ミ
ー
」
日
本
語
・
日
本

文
化
部
長
海
野
光
子
さ
ん
は

「
い
わ
ゆ
る
日
本
語
授
業
の
課

外
活
動
の
ワ
ク
を
外
し
、
可
能

性
へ
の
挑
戦
を
ト
ラ
イ
し
た

い
」
と
、
情
熱
を
燃
や
し
て
い

る
。
現
在
は
ロ
ス
Ⅱ
ラ
ム
ジ
ー

Ⅱ
グ
ロ
リ
ア
ー
さ
ん
夫
妻
を
中

心
の
こ
も
っ
た
ご
捲
力
″

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
は
、
み
な

さ
ん
の
あ
た
た
か
い
お
心
に
支
え
ら
れ

順
調
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

運
動
事
務
所
へ
は
、
毎
日
二
、
三
十

通
の
献
金
・
古
切
手
と
お
便
り
が
寄
せ

ら
れ
て
き
ま
す
。
今
月
は
、
こ
の
お
便

り
の
中
か
ら
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◇
（
前
略
）
さ
て
、
わ
た
し
の
家
の
娘

も
お
か
げ
さ
ま
で
六
月
十
二
円
満
六
才

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
三
才
の
頃

ま
で
こ
の
運
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
さ
ぼ
っ
て
久

し
ぶ
り
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
少
額

で
す
が
協
力
い
た
し
ま
す
。

わ
が
地
方
で
も
、
非
行
問
題
で
母
親

た
ち
が
集
ま
り
、
何
か
で
き
る
こ
と
を

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

も
勉
強
を
と
い
う
意
見
も
で
ま
し
た
。

早
速
、
綾
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
も
開
か
れ
ま
し
た

少
し
ず
つ
い
い
方
向
へ
進
む
よ
う
に

な
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
京
都
府
綾
部
市
Ｍ
・
Ｋ
）

◇
（
前
略
）
こ
の
六
月
二
十
四
日
は
、

長
女
の
三
才
の
誕
生
日
で
す
。
こ
の
運

動
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
今

年
で
二
度
目
で
す
。
今
年
も
無
事
こ
の

日
が
、
や
っ
て
き
た
こ
と
を
幸
せ
に
思

っ
て
い
ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
些
細
な
こ
と
し
か
で
き

ま
せ
ん
が
、
「
ど
の
子
も
生
き
生
き
と

幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
の
願
い

を
こ
め
て
、
献
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
（
愛
知
県
春
日
井
市
Ｔ
・
Ｄ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

官
二
五
一
－
八
一
六
一
内
線
三
一
六

ん
の
処
女
出

雲
柿
畔
鑑
葎

唾
っ
て
、
一
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鍵

難
１
１４９
１

北
野
坂
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス

ポ
ッ
ト
〃
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
〃
の

オ
ー
ナ
ー
で
女
性
ボ
ー
カ
ル
を

う
け
も
つ
中
谷
衣
里
さ
ん
と
専

属
バ
ン
ド
の
安
藤
義
則
さ
ん
た

ち
の
メ
ン
バ
ー
は
、
多
忙
な
合

い
間
を
ぬ
っ
て
福
祉
施
設
へ
の

音
楽
慰
問
を
続
け
、
兵
庫
県
よ

り
〃
く
す
の
き
賞
″
を
受
賞
。

☆
別
世
紀
へ
の
学
習
害
の
一
頁

０
．
Ａ
か
ら
Ｈ
ｏ
Ａ
余
Ｉ
ム

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
時
代
の
幕

あ
け
を
記
す
マ
イ
コ
ン
の
本
格

ワ
イ
ズ

機
Ｙ
Ｉ
Ｓ
が
、
ヤ
マ
ハ
よ
り
誕

生
、
５
月
か
ら
神
戸
ヤ
マ
ハ
で

Ｙ
Ｉ
Ｓ
無
料
講
座
が
開
か
れ
て

い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
初
め

通
の
手
紙
が
舞
い
込
ん
で
き

た
。
そ
の
手
紙
が
引
き
金
と
な

り
、
漢
学
者
の
祖
父
、
敬
亭
か

ら
先
祖
へ
と
掘
り
起
こ
し
て
い

く
作
家
の
姿
勢
に
は
徹
底
し
た

力
強
さ
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

掘
り
起
こ
す
鍬
を
持
つ
者
の
な

い
限
り
、
永
々
と
う
ず
も
れ
て

い
く
庶
民
の
無
名
性
の
中
に
、

予
想
を
く
つ
が
え
す
光
が
ひ
そ

ん
で
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
感

じ
る
。

逓
減
記
」
朝
日
新
聞
社
、
一
四
○
○
円

☆
俳
人
・
赤
尾
兜
子
さ
ん
の

業
績
を
永
代
に
讃
え
る

５
月
妬
日
、
日
本
文
芸
家
協

会
（
山
本
健
吉
理
事
長
）
が
、

富
士
霊
園
内
の
文
学
者
之
墓
々

前
祭
を
行
っ
た
が
、
昨
年
３
月

Ⅳ
日
に
逝
去
さ
れ
た
俳
句
の
赤

尾
兜
子
さ
ん
が
埋
葬
さ
れ
た
。

赤
尾
さ
ん
は
生
前
、
御
影
に

住
ま
わ
れ
、
句
誌
『
渦
』
を
主

宰
、
現
代
俳
句
で
大
き
な
業
績

を
残
さ
れ
、
最
近
、
『
赤
尾
兜

子
全
句
集
』
が
立
風
書
房
か
ら

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

碑
銘
に
は
、
〃
円
熟
期
の
至

宝
〃
と
い
わ
れ
る
『
歳
華
集
』

の
名
と
、
没
年
月
日
、
享
年
が

刻
ま
れ
、
遺
品
と
し
て
生
前
愛

鍵
嬢

琶
窃
舟
＃
・
『
呂
判
．
弓

鍵
鍵
》灘鴬

I蕊I蕊ヤ
墓前にて赤尾恵以さん

用
の
眼
鏡
、
芭
蕉
と
蕪
村
の
句

集
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

八
夏
富
士
の
ふ
と
こ
ろ
深
く
魂

鎮
む
Ｖ
。
こ
れ
は
夫
人
の
恵
以

さ
ん
が
墓
前
で
披
露
し
た
赤
尾

さ
ん
の
句
で
あ
る
。

☆
芦
屋
で
こ
と
は

「
一
一
一
一
戸
の
葉
さ
や
げ
の
会
」

八
月
二
十
一
日
午
後
６
時
帥

分
註
り
晴
屋
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
で

「
言
の
葉
さ
や
げ
の
会
」
が
初

世
界
」
を
、
生
誕
百
年
に
寄
せ

あ
ざ
ら
し

て
〃
月
と
海
豹
″
ほ
か
を
、
北

山
た
か
子
の
朗
読
と
岡
哲
子
の

フ
リ
ュ
ー
ト
で
。
新
作
「
通
小

町
」
は
清
元
と
朗
読
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
で
。

構
成
演
出
／
あ
さ
い
あ
い

司
会
／
紅
野
芙
美
子

清
元
延
柳
さ
ん
は
芦
屋
で
延

柳
会
を
主
催
し
て
い
る
が
、
清

元
を
、
も
っ
と
判
り
や
す
く
、

気
軽
に
聴
い
て
も
ら
い
た
い
と

情
熱
を
燃
や
し
、
朗
読
の
北
山

た
か
子
さ
ん
の
二
人
を
中
心
に

女
性
パ
ワ
ー
で
、
言
葉
を
大
切

に
し
た
語
り
の
会
を
開
く
こ
と

と
な
っ
た
。

癖
》
一

預
事
雑
々

島
京
子

》
一
》
》
一
》
一
壱
》
一

近
畿
イ
ラ
ス
ト
散
歩

》
》
》
》
》
》
》
》

北山たか子さん清元延柳さんの
川童き延川古グる公会
未話語柳呈典ラ。演些
明司りの清ヨムプをカョ
の小、弾元梅はロナ初

錘翰# '

図
書

ガ
イ
ド

当
日
券
一
、
五
○
○
中
高
生
八
○
○
前

売
一
、
三
○
○
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
他
月

刊
神
戸
っ
子
迄
（
知
）
２
２
４
６

☆
く
す
の
き
賞

サ
ン
ト
ノ
ー
レ
ヘ

マイコンがプレイできる
ヤマハＹＩＳコーナー 小笠原副知事がお祝いに

鍵鍵鱗

蕊
＃『 鱗：
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神
戸
文
化
ホ
ー
ル
の
大
、
中
「
行
政
」
の
文
化
へ
の
対
応

そ
れ
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
集
め
て
い
る
。

い
ま
「
文
化
の
時
代
」
と
な
ど
の
効
用
は
大
き
い
。
加
め
て
も
ら
い
た
い
。
文
化
活

ノ、

ナ
画

名
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
ィ
ち
も
の
で
す
。
限
定
販
売
で
す

ン
の
ト
ラ
ン
プ
が
発
売
さ
れ
、
の
で
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ

プ
ア
ー
ト
作
家
に
よ
る
ト
ラ
ン
背
２
２
２
－
１
５
１
８

東
京
在
住
の
三
浦
一
壮
氏
ら
恥
響
ツ
ル
御
０
岬
叫
・
‐
２
セ
ッ
ト
’
織
鍔
溌
鍵
や
》
計
』
》
碑
鍋

注
目
さ
れ
て
い
る
。
い
。

が
イ
ギ
リ
ス
で
見
つ
け
た
ポ
ッ
》
跡
部
卸
ハ
報
ヤ
ラ
リ
ー
．
ド
・
ラ
ペ
お
問
い
合
せ
は
、
神
戸
市
民
祭
漉
会
ま

線
で
活
躍
中
の
ア
ー
チ
ス
ト
”
作
家
と
作
品
を
集
め
る
と
値
打

Ｙ
Ｉ
Ｓ
ス
ク
ー
ル
に
関
す
る
お
問
い
合

せ
は
、
日
木
楽
器
神
戸
店
Ｙ
Ｉ
Ｓ
係
ま

が
開
講
中
。

元
永
定
正
ら
現
代
美
術
の
第
一
飾
っ
て
も
素
敵
。
こ
れ
だ
け
の

学
び
た
い
人
に
も
、
６
月
か
ら
、

べ
Ｉ
シ
ツ
ク

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
基
礎
・
初
級
講
座

☆
活
躍
中
の
作
家
を
集
め
て
ン
プ
と
し
て
実
用
的
に
も
使
え

オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ラ
ン
プ
誕
生
る
が
気
に
入
っ
た
カ
ト
ド
を
組

池
田
満
寿
夫
、
横
尾
忠
則
、
み
合
せ
て
額
に
入
れ
、
部
屋
に

で
宮
３
９
１
１
７
６
５
６

た
講
座
で
、
さ
ら
に
本
格
的
に

て
触
れ
る
人
た
ち
を
対
象
と
し

化
不
毛
の
地
″
と
ま
で
い
わ
場
や
展
示
場
と
い
っ
た
コ
ン
「
取
扱
注
意
」
な
の
で
あ
る

計さ
か
ら
の
有
難
く
な
い
呼
称
そ
し
て
、
施
設
の
運
営
状
ま
う
こ
と
も
多
い
。
八
Ｙ
Ｖ

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
ペ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
活
動
も
行
政
が
頑
張
っ
て
実
は
文
化

あ
る
。
か
つ
て
神
戸
は
〃
文
こ
の
ほ
か
に
も
国
際
会
議
よ
』
フ
に
こ
わ
れ
や
す
い
。

時れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
な
っ
て
お
り
大
き
な
期
待
を
活
溌
そ
う
に
見
え
る
文
化

花に
文
化
施
設
の
不
毛
、
貧
弱
め
ざ
ま
し
い
。

い
わ
れ
て
、
行
政
で
も
文
化
え
て
、
市
立
博
物
館
も
い
よ
動
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
十
分

へ
の
取
組
み
が
盛
ん
に
行
わ
い
よ
く
了
秋
、
開
館
の
運
び
に
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

文
化
活
動
の
構
造

サ
ン
バ
バ
ン
ド

「
パ
ン
ダ
・
コ

パ
カ
バ
ー
ナ
」

ラ
ジ
ル
の
人
気

画
家
の
ト
ラ
ン
プ
ろ
ん
ト
ラ

１
１５０
１

神
戸
も
他
都
市
並
み
に
近
づ
問
題
は
ま
っ
た
く
ソ
フ
ト
面

き
つ
つ
あ
る
ｃ

ホ
ー
ル
、
市
立
中
央
図
書
館
は
時
間
を
か
け
て
方
向
を
決

で
あ
っ
た
。

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
、
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
最
近
で
は
漸
く
こ
れ
か
ら
の
文
化
行
政
の

制
作
さ
れ
語
、
英
語
、
ブ
ラ
ジ
ル
語
と
歌
詞

プ
で
ピ
ン
★
「
ム
ッ
シ
ュ
神
戸
サ
ン
バ
」

た
。
も
ち
も
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
演

に
因
ん
で
サ
ン
バ
調
に
ア
レ
ン
ジ
、
日
本

－
ブ
ー
ム
作
曲
の
「
ム
ッ
シ
ュ
神
戸
」
が

卜
を
得
、
誕
生

カ
ル
チ
ャ
こ
の
た
び
、
小
曽
根
実
さ
ん

況
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。

活
動
の
息
の
根
を
止
め
て
し

活
動
も
実
は
ガ
ラ
ス
細
工
の

で
の
展
開
と
い
う
こ
と
に
な

で
。
貫
３
３
１
１
８
１
８
１

霞
パンダ・コパカバーナのメンバー

の
メ
ン
バ
ー
。

神
戸
で
生
ま
れ

た
サ
ン
バ
が
日

奏
は
、
本
場
ブ

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

★
神
・
戸
一
一
紀
会
の
西
村
功
而
伯
ご
夫
妻

は
、
７
月
狛
日
か
ら
蕊
ョ
・
・
ロ
ッ
パ
旅

行
に
出
発
さ
れ
、
８
月
８
日
帰
国
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
中
西
勝
画
伯
ご
夫
妻
も

ア
フ
リ
カ
尿
行
へ
７
月
４
Ｈ
出
発
、
７

月
”
Ｈ
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

★
恒
例
の
徳
島
阿
波
踊
り
の
旅
へ
、
今

年
も
、
川
野
純
夫
、
田
辺
聖
子
ご
夫
妻

率
い
る
カ
モ
カ
連
が
、
８
月
哩
日
聡
刷

と
徳
島
へ
く
り
出
し
ま
す
。
高
橋
孟
さ

ん
巻
始
必
、
初
参
加
に
、
三
浦
朱
門
、

曽
野
綾
子
ご
夫
姿
、
三
好
京
三
さ
ん
も

加
っ
て
の
珍
し
い
顔
ぶ
れ
。
何
と
６
回

閥
の
連
続
参
加
臆
生
き
て
る
証
と
か
。

★
前
衛
俳
句
〃
青
玄
“
の
女
流
俳
人
伊

丹
公
子
さ
ん
が
〃
ド
リ
ア
ン
の
鯨
″
を

牧
羊
社
か
ら
刊
行
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
作

品
柴
。
￥
．
《
５
０
０

★
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
電
通

マ
ン
の
新
井
満
さ
ん
が
、
ザ
ン
リ
ー
ド

社
か
ら
創
作
え
ほ
ん
〃
に
ち
よ
う
ぴ
だ

ゾ
ウ
″
を
佐
々
木
マ
キ
さ
ん
の
絵
で
刊

行
。
と
て
も
楽
し
い
絵
本
。
￥
９
８
０

☆
東
京
で
活
躍
中
の
新
進
女
優
明
日
香

い
づ
み
さ
ん
が
、
８
月
３
日
影
の
疏
団

Ⅲ
一
生
き
た
怨
笠
」
８
月
、
日
火
曜
サ

ス
ペ
ン
ス
・
・
可
愛
い
悪
魔
に
テ
レ
ビ

出
波
し
ま
す
。
現
住
所
〒
剛
東
京
都
渋

谷
区
上
原
Ｉ
ノ
理
ノ
７
ノ
加
乞
ご
声

援
／

★
東
氷
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
‐
‐
タ
・
・
瀧

本
唯
人
さ
ん
が
作
品
集
「
人
間
模
様
」

を
講
談
社
か
ら
刊
行
。
箸
の
出
版
記
念

会
が
５
月
郡
日
京
一
一
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

大
盛
会
。
￥
５
９
０
０

★
多
８
の
会
〃
多
８
着
の
会
〃
が
、
そ
の

発
起
人
代
表
で
あ
っ
た
竹
中
郁
さ
ん
の

逝
去
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
、
一
応
の

終
止
符
話
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
福
井
久
子
さ
ん
が
元
町
文
化
学
院
５

Ｆ
に
新
し
く
マ
ダ
ム
福
井
洋
裁
教
室
を

開
講
。
朝
鰹
夜
の
３
ク
ラ
ス
。
入
会
金

２
》
・
門
。
問
合
せ
宮
謝
‐
８
５
４
６
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新しくなったトーア

今
ま
で
ど
お
り
都
会
の
オ
ア
シ

ス
と
し
て
の
店
づ
く
り
を
初
心

に
返
っ
て
や
っ
て
い
く
そ
う
だ

ロ
コ
ー
ヒ
ー
２
５
０
円
・
バ
ン
ズ
サ
ラ
ダ

４
８
０
，
５
３
０
，
５
８
０
円
・
プ
リ
ン

ネ
ー
ジ
ュ
３
８
０
円
テ
ィ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

・
ト
ー
ア
／
中
央
区
下
山
手
通
３
‐
１
‐

晦
官
３
３
１
１
４
４
１
２

ス
ペ
ー
ス

☆
芳
醇
な
手
作
り
の
空
間

ル
・
カ
フ
ェ
・
ガ
レ

蝶
の
模
様
の
重
厚
な
ガ
ラ
ス

扉
を
あ
け
る
と
、
ガ
レ
作
の
人

物
文
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
置
い
て
あ

る
。
カ
ッ
プ
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
始
め
、
高
価

な
一
流
品
。
ジ
ュ
ー
ス
、
ケ
ー

キ
パ
ン
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
等
、

だ
っ
た
が
ビ
ル
に
な
っ
た
今

は
、
グ
リ
ー
ン
を
基
調
に
し
た

モ
ダ
ン
な
店
と
な
っ
た
。
「
う

ち
は
お
客
さ
ま
と
の
心
の
触
れ

あ
い
を
大
事
に
し
て
き
ま
し

た
。
改
装
を
し
て
新
し
い
お
客

さ
ま
も
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の

気
持
だ
け
は
変
わ
り
ま
せ
ん
」

と
マ
ス
タ
ー
。
こ
れ
か
ら
も
昔

の
よ
う
な
ム
ー
ド
を
つ
く
り
、

い
た
釜
が
２
つ
。
つ
ま
り
１
つ

の
釜
で
７
人
ま
で
し
か
扱
わ
な

い
の
で
、
丁
寧
に
揚
げ
ら
れ
る

の
だ
。
ま
か
せ
る
と
、
次
か
ら

次
へ
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
串
が

出
さ
れ
る
。
ア
ッ
ア
ッ
を
５
種

類
の
特
製
ソ
ー
ス
に
つ
け
て
口

へ
は
こ
墓
。
う
ま
い
１
．
そ

れ
も
そ
の
は
ず
で
、
ネ
タ
の
新

鮮
さ
に
は
特
に
気
を
遣
い
、
魚

類
も
全
て
活
き
た
も
の
を
揚
げ

る
と
い
う
。
串
は
味
の
変
化
に

富
ん
だ
妬
１
釦
種
類
。
ゆ
っ
く

り
落
ち
つ
い
て
串
そ
の
も
の
を

味
わ
い
た
い
店
だ
。
異
人
家
コ

ー
ス
（
２
０
０
０
円
、
串
、
本
十
ビ
ー

☆
旬
を
揚
げ
る
／

洋
風
串
、
異
人
家

店
を
入
る
と
し
ゃ
れ
た
洋
風

イ
ン
テ
リ
ア
に
「
お
や
？
」
と

思
わ
さ
れ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に

皿
の
席
。
可
愛
い
通
気
筒
の
っ

び
っ

１
１５
１

M 3 群寧守い~

ここを下ると美味しい串が

ル
又
は
ジ
ュ
ー
ス
－
本
）
も
あ
る
。

口
洋
風
串
・
異
人
家
／
中
央
区
北
長
狭
通

１
１
釦
１
１
メ
イ
ン
ス
ク
ー
ピ
ル
Ｂ
１

宙
３
３
２
１
０
５
８
６

☆
喫
茶
店
の
老
舗
が
模
様
替
え

し
か
し
心
は
変
わ
り
ま
せ
ん

喫
茶
店
ト
ー
ア
が
新
装
開
店

し
た
。
ト
ー
ア
は
約
妬
年
の
歴

史
を
誇
る
喫
茶
店
の
老
舗
で
現

在
の
マ
ス
タ
ー
は
二
代
目
だ
。

昔
は
植
木
が
い
っ
ぱ
い
で
、
熱

帯
魚
や
養
殖
の
マ
リ
モ
が
名
物

フ
ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

「
フ
ッ
ク
花
隈
店
」
と
ビ
ー

フ
ス
テ
ー
キ
「
フ
ッ
ク
東
店
」

の
オ
ー
ナ
ー
兼
名
シ
ェ
フ
の

岩
田
夢
高
さ
ん
が
、
自
ら
本

場
中
国
で
数
か
月
間
修
業
し

て
本
格
的
な
味
と
技
法
を
マ

ス
タ
ー
、
持
ち
前
の
フ
ラ
ン

ス
料
理
法
を
取
り
入
れ
独
特

の
新
し
い
味
を
創
り
出
し
た

高
級
料
理
か
ら
点
心
飲
茶
ま

で
メ
ニ
ュ
ー
も
多
彩
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
．
鋤
（
ラ
ス

ト
オ
ー
ダ
！
）
水
曜
休

フ
ラ
ン
ス
風
ふ
か
ひ
れ
ス
ー
プ
サ
フ

ラ
ン
ソ
ー
ス
、
フ
ラ
ン
ス
風
鴨
の
赤

ワ
イ
ン
ソ
ー
ス
他
。
ラ
ン
チ
２
千
円

●
神
戸
一
つ
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

フ
ラ
ン
ス
風
中
華
料
理

夢
香
一
二

中
央
区
栄
町
通
１
丁
目
３
‐
妬
チ
ャ

イ
ナ
コ
ー
ト
２
Ｆ

雷
３
３
２
１
０
１
９
１

「
５
千
年
の
伝
統
と
歴
史
の

中
華
料
理
に
、
近
代
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
手
法
と
演
出
を
加

え
た
」
フ
ラ
ン
ス
風
中
華
料

理
「
夢
香
亭
」
が
６
月
型
日

南
京
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

左がシェフの岩田さん

全
て
手
づ
く
り
だ
。
パ
ン
は
持

ち
帰
り
Ｏ
Ｋ
（
２
０
０
円
）
で
大

阪
か
ら
も
買
い
に
く
る
美
味
し

さ
。
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ

ー
ス
は
し
ぼ
り
た
て
。
珍
し
い

ア
ッ
プ
ル
パ
ン
チ
ジ
ュ
ー
ス
は

一
日
が
か
り
で
作
っ
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
は
香
り
豊
か
な
ド
リ

ッ
プ
。
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た

だ
ろ
う
か
。
ガ
レ
は
お
客
の
た

め
に
マ
マ
が
心
を
こ
め
て
作
っ

ス
ペ
ー
ス

て
い
る
芳
醇
な
空
間
な
の
だ
。

口
瑚
排
・
紅
茶
４
５
０
円
ア
ッ
プ
ル
パ
ン

チ
４
５
０
円
ケ
ー
キ
３
０
０
円
オ
ー
プ

ン
サ
ン
ド
（
梅
雨
時
は
休
み
）
５
０
０
円

ル
・
カ
フ
ェ
・
ガ
レ
／
中
央
区
山
本
通
２

ｌ
３
ｌ
ｕ
倉
２
４
２
‐
７
１
４
４

壷
堅エレガントな室
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繍

午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
、
た
だ
し
、
午
後
２
時
以
降

は
さ
ら
に
ゆ
っ
た
り
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
予
約
制
に
な
っ
て

い
る
。
優
雅
な
ム
ー
ド
の
な
か

で
小
さ
な
パ
ー
テ
ィ
や
茶
話
会

な
ど
に
適
し
て
い
る
。

メ
ニ
ュ
ー
／
タ
ル
ト
レ
ッ
ト
（
５
極
）
８

０
０
円
八
コ
ー
ヒ
ー
付
Ｖ
神
戸
風
月
堂

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ヒ
ー
５
０
０
円
わ
ら

び
も
ち
５
０
０
円
と
こ
ろ
て
ん
５
０
０

☆
風
月
堂
の
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン

改
装
オ
ー
プ
ン

元
町
の
神
戸
風
月
堂
本
社
ビ

ル
の
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、
篠

家
具
で
ま
と
め
た
サ
ロ
ン
の
雰

囲
気
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
メ
ニ

ュ
ー
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な

デ
ザ
ー
ト
ケ
ー
キ
や
和
風
軽
食

な
ど
が
中
心
。
営
業
時
間
は
、

嘘
回
、
、
酉
湧
Ｆ
塞
罵
い
い
跡

神
一
戸
百
店
会
だ
よ
り

蕊隣

●
の
国
①
弔
弓
①
弔
胃
○
ｍ

暑
中
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

五
七
年
盛
夏
百
店
会
一
同

☆
７
月
別
日
’
８
月
狙
日
ま
で
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
－
Ｆ
「
桜
の
間
」

に
て
北
京
料
理
の
「
海
風
飯
店
」
が
夏

休
み
中
華
バ
イ
キ
ン
グ
を
催
し
ま
す
。

大
人
２
０
０
０
円
、
小
人
１
５
０
０
円

ま
た
８
月
狸
、
錘
日
に
は
２
Ｆ
大
宴

会
場
に
て
ピ
ア
フ
ュ
ス
ト
が
開
か
れ
ま

す
。
ビ
ー
ル
に
ピ
ッ
ク
リ
の
各
国
料
理

も
揃
っ
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ー
ク
イ
ム
は

６
時
半
、
７
時
半
の
２
回
で
す
。

★
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
４
Ｆ
中
国
料

理
の
「
留
園
」
で
は
４
１
６
Ｐ
Ｍ
の

間
、
中
華
小
鉢
料
理
オ
ー
ル
４
４
０

円
、
ピ
ー
ル
ミ
ー
ー
樽
２
Ｊ
１
９
８
０
門
、

３
２
３
０
０
０
円
（
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
）

期
間
は
８
月
末
日
ま
で
。

☆
三
愛
が
８
月
上
旬
よ
り
一
部
改
装
に

と
り
か
か
り
、
８
月
窃
日
に
気
分
一
新

オ
ー
プ
ン
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

☆
さ
る
６
月
理
、
妬
日
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
て
、
又
妬
、
”
日
ミ
キ
モ
ト

大
阪
店
に
て
ミ
キ
モ
ト
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
矢
島
友
博
氏
の
作
品
展
が

開
か
れ
ま
し
た
。
矢
島
氏
は
昨
年
三
回

目
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
賞
を
受
賞
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

と
な
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
で
は
只
今
大

山
レ
デ
ィ
ス
テ
ー
ー
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参

加
者
（
女
性
に
限
る
）
を
募
集
中
。

期
間
／
８
月
型
ｌ
妬
日
（
２
泊
３
日
）

宿
泊
場
所
／
ペ
ン
シ
ョ
ン
安
藤
（
鳥
取

県
西
伯
郡
岸
本
町
小
林
湾
０
８
５
１
９

６
８
１
３
７
７
５
会
費
／
２
５
０
０
０

円
（
５
食
付
コ
ー
ト
・
コ
ー
チ
料
込
）

コ
ー
チ
は
鳥
取
大
学
医
学
部
の
テ
ニ
ス

Ｇ
Ｕ
Ｙ
達
／
詳
し
く
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
宵
０
７

８
１
３
９
２
１
１
７
３
５
ま
で
。

★
フ
ァ
ミ
リ
ア
か
ら
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル

の
お
知
ら
せ
で
す
。
８
月
塑
日
、
９
Ａ

Ｍ
か
ら
サ
ン
ポ
ー
ホ
ー
ル
に
て
。

琴
幸
、
い
い
沙
風
、

ケーク・オ・ヨーグルト（コー
ヒー又は紅茶付）￥1 0 0 0

１
５２
１

セ
ー
タ
ー
や
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、

衿
、
裾
に
毛
皮
の
フ
リ
ル
を
あ

し
ら
っ
た
も
の
も
お
目
見
え
し

て
い
る
。
コ
ー
ト
に
あ
わ
せ
て

毛
皮
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
、
帽
子
な 蕊

円
和
風
セ
ッ
ト
－
０
０
０
円
前
蝉
余
・

冷
粋
ゆ
永
各
５
０
０
円
八
和
生
菓
子
付
Ｖ

千
成
弁
当
１
０
０
０
円

☆
ベ
ニ
ー
は
も
う
冬
仕
度

こ
の
冬
の
毛
皮
は
と
っ
て
も

自
由
。
中
で
も
異
素
材
、
異
色

使
い
が
主
流
で
、
し
か
も
軽
い

の
が
魅
力
。
例
え
ば
パ
ー
ル
ミ

ン
ク
と
ホ
ワ
イ
ト
ミ
ン
ク
の
細

か
い
格
子
柄
や
、
ダ
ー
ク
ミ
ン

ク
に
ワ
イ
ン
ミ
ン
ク
の
不
規
則

な
水
玉
模
様
な
ど
…
。

素
材
の
良
さ
に
加
え
て
毛
皮

の
染
色
・
縫
製
技
術
も
進
歩
し
、

ニ
ッ
ト
に
毛
皮
を
編
み
込
ん
だ

洋上ディスコ出航. 〃

欝

阪
か
ら
３
５
０
人
の
ヤ
ン
グ
ギ

ャ
ル
た
ち
が
乗
り
込
み
、
洋
上

デ
ィ
ス
コ
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ

た
。
６
月
四
日
夕
刻
出
航
し
て

夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
瀬
戸
内

海
を
巡
り
、
加
日
に
帰
港
す
る

一
泊
二
日
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で

主
催
は
関
西
汽
船
、
協
賛
が
Ｕ

Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
誹
。

船
内
の
大
ホ
ー
ル
で
は
デ
ィ

ス
コ
コ
ン
テ
ス
ト
、
美
人
コ
ン

テ
ス
ト
、
増
田
俊
郎
＆
ブ
ル
ー

の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
数
々
の

趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
、
ヤ
ン
グ
た
ち
は
思
う

存
分
洋
上
デ
ィ
ス
コ
で
フ
ィ
ー

バ
ー
し
て
い
た
。

☆
女
性
が
つ
く
る
女
性
の
雑
誌

こ
の
春
誕
生
し
た
フ
ァ
ッ
シ

冬が待ち遠しい･ ･ ･

ど
小
物
も
揃
え
て
寒
波
の
到
来

が
待
ち
ど
お
し
い
。

ロ
ベ
ニ
ー
毛
皮
店
／
神
戸
国
際
会
館
１

Ｆ
衝
２
２
１
１
３
３
２
７
（
９
月
ま
で

毎
日
曜
定
休
）

☆
ヤ
ン
グ
ギ
ャ
ル
が
大
集
合

洋
上
デ
ィ
ス
コ
・
パ
ー
テ
ィ

「
海
の
上
で
踊
り
明
か
し
思
い

っ
き
り
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
よ
う
」

と
、
ビ
ッ
グ
ク
ル
ー
ザ
ー
「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
７
」
に
神
戸
、
大
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●この夏。ハワイアン. ／
そごう西向いミマイケル･ ジェ
イズミのパイに、この夏パイナ
ップルパイが仲間入り。中味は
カスタードクリームと新鮮なパ
イナップルのツブツブ。生クリ
ームをタップリ塗って食べるの
が粋な食べ方。（水曜定休）

③水着のＮＥＷＷＡＶＥ
三愛のオリジナルブランド
C O L E から、この夏新しいタ
イプの水着がでています。ニュ
ー・セパレーツと呼ばれるこの
型は、タンクトップとショーツ
の微妙なバランスが今っぽい、
しゃれた感じです。

ヨ
ン
パ
ー
ク
通
信
が
Ｂ
４
判
の

カ
ラ
フ
ル
な
季
刊
紙
と
な
っ

た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
ベ

ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
ズ
大
賞
参
加

者
の
女
性
達
が
モ
デ
ル
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ア
ー
等
で
編
集
に
参
加

し
て
い
る
。
彼
女
達
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
感
覚
と
各
テ
ナ
ン
ト
店

の
協
力
で
誌
面
は
と
っ
て
も
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ
。

企
画
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
・
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

詳
し
く
は
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
さ
ん
プ

Ｅ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
セ
リ
ザ
ワ
本
店
／
神
戸

市
中
央
区
三
宮
３
１
Ｗ
宮
０
７
８
１
３

３
１
１
１
９
６
５

153
１

蕊
１

●
ｚ
国
ヨ
ミ
の
○
○
国
、

蕊

》
副
蝿
鍵
曽原さん( 左）
と大島さん

ラ
ザ
３
Ｆ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
鱈
３

３
２
１
１
６
９
８
ま
で
。

☆
神
戸
の
空
の
下
オ
ム
レ
ツ
の

匂
い
が
流
れ
た
…
…

パ
リ
祭
を
前
に
、
７
月
４
日

の
夜
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

の
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
の
石
井
好
子
さ
ん

を
迎
え
て
、
そ
の
お
話
と
、
堀

郁
子
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
き

く
立
食
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ

た
。
「
パ
リ
の
空
の
下
オ
ム
レ

ツ
の
匂
い
は
流
れ
る
」
の
著
者

に
ふ
さ
わ
し
く
、
パ
リ
で
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
に
な
っ
て
し
ま
つ

☆
ミ
ラ
ノ
発
・
秋
の
流
行
通
信

ブ
テ
ィ
ッ
ク
セ
リ
ザ
ワ
で
は

８
月
か
ら
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア

ル
マ
ー
ニ
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ベ
ル

サ
ー
チ
に
次
ぐ
ミ
ラ
ノ
の
新
進

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
レ
ジ
ナ
・
シ
ュ

レ
ッ
カ
ー
（
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
在

住
）
の
商
品
を
ト
ー
タ
ル
で
売

り
出
し
ま
す
。
彼
女
の
ポ
リ
シ

ー
は
〃
天
然
素
材
で
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
〃
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
妬
歳
ｌ

妬
歳
の
活
動
的
な
現
代
女
性
で

す
。
加
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ

彼
女
は
独
立
し
て
３
年
、
今
後

期
待
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
ミ

ラ
ノ
の
新
風
を
こ
の
秋
、
日
本

で
初
め
て
セ
リ
ザ
ワ
が
お
届
け

し
ま
す
。

た
そ
の
出
会
い
や
、
パ
リ
ジ
ャ

ン
達
の
食
べ
る
こ
と
へ
の
負
欲

さ
に
、
食
文
化
へ
の
感
性
を
初

め
て
身
に
つ
ま
さ
れ
た
こ
と

等
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

語
り
口
は
石
井
さ
ん
の
シ
ャ
ン

ソ
ン
や
エ
ッ
セ
イ
に
似
て
豊
潤

流
便
で
品
位
あ
る
も
の
だ
っ
た

諺

懸識騒鱗
猿
総
郡
霧
‐
蕊
需
》
鯛
‐
邸

軽快な語り口で…

…
鰭
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八
そ
の
虹
Ｖ

兵
庫
県
Ｏ
Ｌ
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
コ
ー
ス
４
Ａ
ハ
石
峯
寺
Ｖ

陰
暦
五
月
、
わ
た
し
た
ち
は
出
発
し
た
。
ふ
り
み
ふ
ら
ず
み
、

降
る
の
か
ふ
ら
な
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
空
模
様
の
し
た
、
六
甲

山
脈
を
北
に
き
り
裂
き
、
ま
ず
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
い
っ
た
。
昨

夜
か
ら
の
不
意
の
高
熱
に
よ
り
、
は
や
く
も
わ
た
し
の
脇
の
下
は

び
し
ょ
濡
れ
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
隣
席
の
Ｎ
君
は
よ
く
喋
る
。
わ

た
し
の
方
は
無
表
情
に
合
槌
を
打
つ
の
み
で
あ
っ
た
。
編
集
部
の

Ｓ
さ
ん
の
顔
が
散
ら
つ
い
て
ど
う
仕
様
も
な
い
の
で
、
解
熱
剤
マ

イ
シ
ン
を
胃
袋
に
た
た
き
こ
み
、
ひ
と
ま
ず
強
引
に
熱
を
ね
じ
り

伏
せ
て
き
た
も
の
の
、
一
体
こ
の
先
ど
う
な
る
の
や
ら
、
ひ
ど
く

不
安
の
ま
ま
の
出
発
だ
。
所
詮
、
野
郎
四
人
の
近
代
の
道
行
、
近

松
の
心
中
道
行
で
は
な
い
の
で
、
野
に
倒
れ
る
こ
と
な
ぞ
あ
ろ
う

筈
も
な
い
。

神
姫
バ
ス
三
木
ｌ
三
田
線
の
野
瀬
バ
ス
停
前
で
降
り
、
東
西
に

お
う
ご
し
ゃ
く
ぷ
ん

く
れ
る
淡
河
川
を
二
回
よ
ぎ
り
、
石
峯
寺
か
ら
再
び
出
発
点
へ
回

帰
す
る
、
と
い
う
の
が
わ
た
し
た
ち
に
命
じ
ら
れ
た
道
行
で
あ
っ

な
が
あ
め
の
な
い
五
月
に

季
村
敏
夫
八
詩
人
Ｖ

八
こ
の
夏
は
土
佐
と
、
伊
予
の
国
境
を
歩
き
ま
し
た
。
そ
し
て
沢

山
の
、
顔
の
く
ず
れ
か
か
っ
た
、
或
は
、
ま
だ
血
色
の
い
い
若
者

が
ほ
ん
と
う
に
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
一
人
づ
つ
来
る
の
に
行
き
会
ひ

ま
し
た
。
こ
ん
な
の
は
、
死
ぬ
ま
で
家
に
か
へ
ら
な
い
の
で
、
行

第？ポイントにて筆者

た
。
さ
み
だ
れ
！
乱
れ
降
り
し
き
る
な
が
あ
め
は
な
い
が
、
こ
こ

ろ
の
方
は
日
々
乱
れ
に
乱
れ
て
い
た
。
な
ら
ば
、
そ
ん
な
こ
こ
ろ

を
洗
い
流
し
て
く
れ
る
み
ど
り
に
出
遇
え
な
い
も
の
か
。
熱
す
ら

も
一
瞬
に
し
て
流
し
て
く
れ
る
清
洲
な
み
ど
り
に
。
そ
ん
な
た
わ

い
も
な
い
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
道
標
な
ら
ぬ
ポ
イ
ン
ト
を
、
わ

た
し
た
ち
は
標
べ
な
く
探
し
は
じ
め
た
。
道
ば
た
の
、
む
ら
さ
き

姉
が
こ
こ
ろ
を
き
り
刻
む
よ
う
に
ふ
る
え
て
い
た
。
す
べ
り
だ
し

は
順
調
で
あ
っ
た
。
溝
の
な
か
の
蛇
の
脱
殻
、
路
上
で
横
死
し
た

蛇
を
よ
》
」
め
に
、
十
五
分
程
歩
き
つ
め
る
と
、
そ
こ
が
第
一
ポ
イ

ン
ト
大
歳
神
社
で
あ
っ
た
。
お
も
え
ば
、
神
戸
と
は
奇
妙
な
街
だ
。

こ
の
わ
た
し
た
ち
の
道
行
は
、
確
か
に
地
図
と
コ
ン
パ
ス
と
判
断

力
に
よ
る
闘
い
と
い
う
も
の
の
、
基
準
に
な
る
の
は
、
社
の
森
と

高
圧
線
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
神
社
は
、
ど

れ
も
こ
れ
も
無
名
な
る
ま
ま
、
こ
だ
か
い
丘
の
上
に
散
在
し
て
い

た
。
八
古
代
Ｖ
祭
式
の
場
、
高
圧
線
は
八
近
代
Ｖ
の
象
徴
、
と
云

え
ば
如
何
に
も
図
式
的
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
六
甲
山
脈
の
北

方
、
ち
ょ
う
ど
海
か
ら
の
光
の
遮
断
さ
れ
た
向
う
側
に
、
淡
河
と

い
う
地
名
が
残
り
、
そ
こ
か
し
こ
に
、
あ
た
か
も
古
代
の
ま
つ
り

の
場
の
よ
う
な
社
の
森
が
諺
蒼
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
わ
た
し
の

こ
こ
ろ
を
少
な
か
ら
ず
う
ご
か
す
の
で
あ
っ
た
。 １

１５４
１
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天
職

馬
論
駒
瞬 塁

このコースには田園的な風景がつづいている。右は炉難璽宝註唱

き
什
れ
る
ま
で
の
旅
行
を
つ
づ
け
て
ゐ
る
の
で
す
。
私
は
、
こ
の

旅
行
中
に
、
東
京
の
古
泉
さ
ん
を
死
な
せ
ま
し
た
の
で
、
気
持
ち

が
恥
し
い
ほ
ど
感
傷
的
に
な
っ
て
居
り
ま
し
た
の
で
す
。
芥
川
龍

之
介
さ
ん
が
、
あ
ん
な
に
死
に
た
い
な
ら
ば
、
あ
ん
な
に
死
に
栄

え
の
す
る
道
を
選
ば
な
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
世
の

中
に
は
死
に
た
く
っ
て
も
、
そ
れ
を
以
っ
て
死
ん
だ
、
と
思
わ
れ

る
こ
と
の
堪
へ
が
た
さ
に
生
き
て
ゐ
る
も
の
が
、
沢
山
あ
る
の
で

す
。
Ｖ折

口
信
夫
が
述
べ
た
、
北
原
白
秋
と
の
昭
和
二
年
の
対
談
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。
映
画
「
砂
の
器
」
を
想
起
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
業
病
を
背
負
い
込
ん
だ
無
名
の
巡
礼
が
、
顔
の
く
ず
れ
か
か

っ
た
ま
ま
、
野
垂
れ
死
ぬ
ま
で
歩
き
つ
づ
け
る
。
そ
こ
に
近
代
人

折
口
は
何
を
み
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
ま
れ
、
婚
姻
し
そ
し

て
老
い
て
死
ぬ
、
と
い
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
群
に
包
囲
さ
れ

た
わ
た
し
た
ち
の
近
代
の
暮
ら
し
の
根
源
に
、
ど
ん
な
業
病
が
ひ

そ
ん
で
い
る
の
か
。
固
よ
り
わ
た
し
た
ち
の
今
日
の
道
行
は
、
与

え
ら
れ
た
、
そ
こ
を
巡
れ
ば
完
結
す
る
も
の
な
の
だ
が
、
無
名
の

お
地
蔵
さ
ん
に
捧
げ
ら
れ
た
、
術
や
の
じ
菊
。
き
す
げ
や
更
に
無

名
の
草
花
を
み
る
に
つ
け
、
わ
た
し
の
こ
こ
ろ
は
締
め
つ
け
ら
れ

る
の
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
所
に
も
、
小
さ
な
信
仰
や
祝
祭
が
あ
り
、

そ
れ
を
ひ
と
び
と
は
無
言
の
ま
ま
守
り
続
け
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
が
逆
に
、
わ
た
し
た
ち
の
無
為
な
こ
こ
ろ
に
迫
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
わ
た
し
た
ち
の
道
行
の
メ
イ
ン
、
高
野
山
真
言
宗
派
石
峯

寺
（
西
暦
六
五
一
年
法
道
仙
人
の
開
基
）
に
辿
り
着
い
た
の
が
昼

す
ぎ
、
こ
こ
で
小
休
止
し
、
通
り
雨
を
見
送
っ
た
後
、
ね
む
の
木

の
満
開
の
山
門
を
降
り
て
い
っ
た
。
む
ろ
ん
ポ
イ
ン
ト
全
て
は
探

し
出
し
た
し
、
め
の
さ
め
る
よ
う
な
女
人
に
一
人
と
て
行
き
合
わ

ぬ
わ
た
し
た
ち
を
、
一
匹
メ
ス
（
？
）
い
た
ち
が
歓
迎
し
て
く
れ
た

こ
と
を
書
き
そ
え
よ
う
。
い
や
そ
れ
よ
り
も
、
あ
の
道
の
辺
の
無

名
の
草
花
が
、
遠
く
近
く
、
明
滅
す
る
の
を
わ
た
し
た
ち
は
喪
失

の
お
も
い
で
見
届
け
て
き
た
と
書
き
結
ぼ
う
。
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六
甲
山
の
″
博
物
館
″

清
司
八
兵
庫
県
新
観
光
課
長
Ｖ

平
崎

八
そ
の
蛇
Ｖ

兵
庫
県
六
叩
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

神
戸
市
の
中
心
、
三
の
宮
か
ら
車
で
約
三
十
分
、
表
六
甲
ド
ラ

イ
ブ
ウ
ェ
ー
を
駆
け
登
れ
ば
丁
字
が
辻
に
着
く
。
こ
の
辻
を
左
に

と
れ
ば
摩
耶
山
に
至
る
が
、
そ
れ
を
右
に
、
即
ち
東
に
進
む
こ
と

約
千
メ
ー
ト
ル
余
り
で
、
六
甲
山
上
の
回
遊
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
」
と
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
ー
」
の
分
岐
点
で
あ
り
、
裏
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
に
も

分
れ
る
六
甲
山
の
交
通
の
要
所
記
念
碑
台
前
に
着
く
。

こ
の
付
近
一
帯
は
、
「
六
甲
銀
座
」
と
も
呼
ば
れ
、
シ
ー
ズ
ン

に
な
る
と
街
の
中
の
繁
華
街
と
同
じ
様
な
景
観
を
呈
す
る
。

こ
の
道
路
の
北
側
の
高
台
に
六
甲
山
開
発
の
祖
と
も
い
わ
れ
る

ア
ー
サ
ー
。
Ｈ
・
グ
ル
ー
ム
氏
の
像
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
戦

争
中
に
撤
去
さ
れ
た
。
今
は
氏
の
功
績
を
た
た
え
る
記
念
碑
が
建

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
様
に
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
高
台
に
六
甲

山
の
歴
史
や
自
然
を
紹
介
す
る
た
め
の
、
六
甲
山
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
。

六
甲
山
は
、
阪
神
問
の
都
市
の
背
山
と
し
て
、
全
山
の
ほ
と
ん

ど
が
花
樹
岩
で
あ
り
、
特
殊
な
美
観
を
呈
し
て
い
る
。
た
め
に
昭

和
三
十
一
年
五
月
に
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
六
甲
地
区
と
し
て
指

定
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

九
三
一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
六
甲
山
最
高
峰
は
、
こ
の
記
念
碑
台

か
ら
約
五
千
メ
ー
ト
ル
程
東
に
あ
り
、
今
は
無
線
中
継
所
と
な
っ

て
い
る
の
で
そ
の
地
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。

六
甲
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
は
、
広
さ
約
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
に
兵
庫
県

が
、
・
環
境
庁
や
、
神
戸
市
の
協
力
を
得
、
ま
た
阪
神
電
鉄
や
阪
急

電
鉄
の
協
力
も
得
て
開
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
設
は
、
冬
期
は
利
用
者
も
少
な
い
の
で
閉
鎖
を
し
て
い

る
が
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の
間
、
月
曜
日

（
祝
日
の
と
き
は
火
曜
日
）
を
除
き
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
開
館
を
し
て
お
り
、
入
館
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
る
。

六甲山自然保謹センター

そ
こ
で
、
こ
の
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
を
少
し
、
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。先

ず
六
甲
山
の
歴
史
で
す
。
「
六
甲
山
」
、
そ
の
名
の
由
来
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
神
戸
に
生
ま
れ
神
戸
に
育
っ
て
来
ま

し
た
の
で
、
子
供
の
頃
か
ら
、
神
宮
皇
后
が
三
韓
出
兵
の
帰
り
に

六
つ
の
甲
を
埋
め
ら
れ
た
山
と
聞
か
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
一

説
に
は
、
大
和
か
ら
山
を
越
え
て
難
波
に
出
る
と
、
海
の
向
う
に

も
山
が
そ
ぴ
え
て
い
た
。
こ
の
山
を
「
向
山
」
と
呼
ん
で
い
た

が
、
そ
れ
が
「
武
庫
」
に
な
り
「
六
甲
」
の
字
に
な
っ
た
と
も
い

１
１５６

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ま
す
が
、
こ
の
六
甲
山
は
不
思
議
と
も
い
う
べ
き
か
、
信
仰
の
対

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
昔
か
ら
山
全
体
が
信
仰
の
対
象
に
な
る
山
が
多
く
あ
りここでは六甲山の歴史や自然が分りやすく説明されている。円内は筆者。

象
と
な
っ
た
形
跡
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
に
近
く
、

ま
た
街
に
も
近
く
に
あ
っ
た
関
係
か
、
時
の
為
政
者
の
築
城
の
際

の
資
材
の
供
給
源
と
も
な
り
、
時
に
は
戦
乱
の
場
に
、
生
活
の
為

の
資
材
の
供
給
源
と
し
て
樹
木
の
伐
採
が
繰
り
返
さ
れ
、
山
は
荒

廃
し
、
そ
の
自
然
か
ら
手
痛
い
シ
シ
・
へ
返
し
に
も
あ
わ
さ
れ
て
来

ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
今
の
六
甲
山
に
は
相
当
な
緑
が
あ
り
ま

す
。
や
は
り
人
々
は
緑
を
取
り
戻
す
努
力
は
し
て
参
っ
て
お
り
ま

す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
明
治
の
初
め
頃
の
禿
山
状
態
の
六
甲
、
植
林

が
進
ん
で
緑
を
取
り
戻
し
た
六
甲
と
、
そ
の
歴
史
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
最
近
の
六
甲
山
は
、
松
喰
い
虫
の
た
め
、
松
の
多

く
が
被
害
を
受
け
つ
つ
あ
る
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
緑
の
中
に
生
息
す
る
エ
ゾ
ゼ
ミ
や
、
シ
ノ
ア
カ

ャ
マ
ァ
リ
な
ど
の
昆
虫
類
や
、
猪
や
鳥
類
な
ど
も
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。ま

た
、
六
甲
山
の
植
生
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
六
甲
山
に
も

原
生
樹
の
一
つ
と
し
て
ブ
ナ
や
イ
ヌ
ブ
ナ
の
あ
る
こ
と
も
紹
介
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
年
々
減
少
し
、
も
う
残
り
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
神
戸
の
自
然
研

究
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
ブ
ナ
や
イ
ヌ
ブ

ナ
が
数
多
く
再
発
見
さ
れ
、
同
時
に
中
・
低
木
も
多
数
観
察
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
様
に
六
甲
山
の
生
い
た
ち
や
地
質
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
、

標
本
な
ど
の
ほ
か
に
、
八
十
人
位
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

「
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
」
も
あ
り
、
映
写
ス
ク
リ
ー
ン
も
備
え
、

小
グ
ル
ー
プ
の
自
然
保
護
の
勉
強
会
な
ど
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

こ
の
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
で
一
息
入
れ
、
六
甲
の
山
の
様
子
を

頭
に
入
れ
、
山
道
を
た
ど
り
ま
す
と
、
山
を
愛
し
、
緑
を
愛
す
る

気
持
ち
が
一
段
と
増
し
て
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

六
甲
山
は
、
昔
か
ら
私
達
の
生
活
と
深
く
か
か
わ
り
を
持
っ
た

山
で
す
。
自
然
を
破
壊
す
る
と
何
時
か
は
、
無
言
の
鉄
槌
が
下
り

ま
す
。
そ
の
代
償
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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